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進歩する学としての形而上学はこの点でも徹底して批判的である( )12 。 
 
2. 〈学としての形而上学〉 
























































































 最後に第 3 章の目的は、《建築術》に纏わり付いている二三の不審の種を取り除くことに
ある。この不審の種を放置すれば、そのために《建築術》におけるカントの言説は敬遠さ
れてしまい、さらにはその言説が持つ「学的重要性」も見落されてしまうかもしれない（ケ
ンプ・スミス(Kemp Smith, 1918, p. 579）によってそうされたように）。その不審の種とは、
第一に、カントが狭義の形而上学( )22 の体系に対して加えた余りに整然とした区分である。









 問題の形而上学の体系は「1. 存在論（Ontologie）。2. 合理的自然学（rationale Physiologie）。

































































































































(2) 『批判』の第 1 版が出版されたのは 1781 年。『進歩』に関して言えば、ベルリン・アカデミーによる
懸賞論文募集が 1788 年、締め切りは初め 1792 年、その後延期され 1795 年（『カント事典』, 602 頁)。 
(3) ベルリン・アカデミーによって公示された懸賞問題は「ライプニッツ及びヴォルフの時代以来ドイツ
において形而上学がなした実際の進歩はいかなるものであるか」である(XX255)。 
(4) 例えば第 1 版の「序文」冒頭(AIXf.)、また「超越論的方法論」の第 1 篇「純粋理性の訓練」の第 2 章
「論争的使用に関する純粋理性の訓練」の中の「自分自身と不一致の純粋理性の懐疑的満足の不可能性に
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